
季
節
展
示「
端
午
の
節
句
」

要
介
護
認
定
調
査
員

歴
史
講
座「
巳
、蛇
、へ
び

〜
蛇
に
ま
つ
わ
る
信
仰
〜
」

生
涯
学
習
学
校
開
放
講
座

〜
市
民
が
楽
し
む
〜

み
ん
な
で
や
っ
て
み
よ
う
！

「
さ
い
か
つ
ぼ
ー
る
」

小・中
学
生
の
水
泳
教
室

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
講
座（
初
級
）Ⅰ
期

課
長
級
以
上
職
員

得
す
る
た
め
、
養
成
機
関
に
2
年
以
上
通

学
す
る
場
合
、
そ
の
期
間
中
の
生
活
の
不

安
を
解
消
し
、
安
定
し
た
修
業
環
境
を
提

供
す
る
た
め
、
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
は
、
母
子
家
庭
の
母

と
父
子
家
庭
の
父
が
対
象
と
な
り
ま
す

が
、
所
得
要
件
や
取
得
し
よ
う
と
す
る
資

格
な
ど
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□問
子
育
て
支
援
課
☎
○内
２
０
９

　

在
宅
で
ね
た
き
り
状
態
に
あ
る
高
齢
者

お
よ
び
重
度
身
体
障
が
い
者
に
対
し
、
在

宅
支
援
の
一
環
と
し
て
寝
具
の
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
年
に
４
回
（
４
月
・
７

月
・
10
月
・
１
月
）
行
い
ま
す
。

初
回
実
施
日　

４
月
23
日
㈫
（
予
定
）

□対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
ね
た
き
り
状

態
に
あ
り
、
次
の
①
②
に
該
当
し
、
家
庭

に
お
い
て
布
団
を
干
す
こ
と
が
困
難
な
方

（
布
団
を
干
す
こ
と
が
で
き
る
家
族
が
い

る
方
は
対
象
外
）
①
介
護
保
険
に
お
い
て

要
介
護
４
ま
た
は
要
介
護
５
の
方
、
ま
た

は
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
で

要
介
護
４
ま
た
は
要
介
護
５
に
相
当
す
る

と
認
め
ら
れ
る
状
態
の
方
②
肢
体
不
自
由

の
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
を

お
持
ち
の
方

□内
掛
け
布
団
、
敷
布
団
、
毛
布
、
か
い
ま

き
（
夜
着
）
の
乾
燥
・
殺
菌
ま
た
は
丸
洗

い
・
殺
菌
（
実
施
月
に
よ
り
異
な
る
）

※
実
施
日
に
委
託
業
者
が
自
宅
へ
回
収
に

伺
い
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
に
お
届
け
し
ま

す
。

□費
無
料

□申
４
月
18
日
ま
で
に
、
市
役
所
⑧
、
⑨
番

窓
口
へ
（
代
理
申
請
可
）
＊
昨
年
の
利
用

者
も
、
今
年
度
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合

は
申
請
が
必
要
で
す
。

□問
長
寿
介
護
課
☎
○内
４
４
７
、
障
が
い
福

祉
課
☎
○内
４
２
８

□日
①
４
月
17
日
㈬　

午
後
７
時
〜
②
４
月

21
日
㈰　

午
前
10
時
〜

□場
①
ゆ
ま
に
て
会
議
室
兼
研
修
室
②
八
潮

メ
セ
ナ
集
会
室

※
予
約
不
要

□問
開
発
建
築
課
☎
○内
３
２
２

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
「
や
し
お
商
業

＆
観
光
元
気
Ｕ
Ｐ
！
サ
イ
ト
」
を
開
設
し

ま
し
た
。

　

こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
市
内
の
商
業
者
に

よ
る
組
織
的
な
取
り
組
み
や
イ
ベ
ン
ト
、

市
内
観
光
案
内
な
ど
の
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
。

　

地
元
の
食
材
を
生
か
し
た
料
理
や
、
こ

だ
わ
り
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
お
客
様
に
自

信
を
も
っ
て
お
す
す
め
で
き
る
商
品
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
く
「
一
店
逸
品
」
運

動
参
加
店
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

□問
商
工
観
光
課
☎
○内
２
０
２

　

田
植
え
の
準
備
の
た
め
、
通
水
し
ま

す
。
水
路
に
幼
児
や
児
童
が
近
づ
か
な
い

よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□日
４
月
24
日
㈬　

午
前
９
時
〜

□問
農
政
課
☎
○内
２
９
９

　

空
調
工
事
の
た
め
、
休
止
し
ま
す
。

□日
７
月
22
日
㈪
〜
９
月
６
日
㈮

□問
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
計
画
課
☎
966
・

０
１
２
１

□日
４
月
22
日
㈪　

午
前
９
時
〜

□場
八
潮
自
動
車
教
習
所
（
木
曽
根
511
）

□対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
普
通
免
許
以

上
の
免
許
を
所
持
し
て
い
る
方

□内
教
習
指
導
員
に
よ
る
運
転
の
安
全
度
チ

ェ
ッ
ク
、
ア
ド
バ
イ
ス

□費
無
料

□申
４
月
15
日
ま
で
に
、
草
加
警
察
署
交
通

課
（
☎
943
・
０
１
１
０
）
へ

　

遺
言
お
よ
び
相
続
に
関
す
る
法
律
上
の

問
題
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
（
予
約

不
要
）
。

□日
４
月
20
日
㈯　

午
後
１
時
〜
４
時
（
受

付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

□場
埼
玉
弁
護
士
会
館
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

（
J
R
浦
和
駅
西
口
徒
歩
14
分
）

□問
埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
☎

048
・
710
・
５
６
６
６

　

相
続
、
多
重
債
務
、
離
婚
な
ど
の
法
律

上
の
問
題
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□日
５
月
２
日
㈭　

午
後
２
時
〜
３
時
（
午

後
１
時
30
分
か
ら
整
理
券
を
配
布
、
予
約

不
要
）

□場
東
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
ふ

れ
あ
い
キ
ュ
ー
ブ
（
東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

ラ
イ
ン
春
日
部
駅
西
口
徒
歩
５
分
）

□問
埼
玉
弁
護
士
会
越
谷
支
部
事
務
局
☎

962
・
１
１
８
８
（
受
付
＝
月
〜
金
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分
）

□日
４
月
27
日
㈯
〜
５
月
10
日
㈮
（
４
月
30

日
、
５
月
７
日
を
除
く
）　

午
前
９
時
〜

午
後
４
時

□場
資
料
館
古
民
家

□内
市
内
に
伝
わ
る
五
月
人
形
の
展
示

□費
無
料

□問
資
料
館
☎
997
・
６
６
６
６

□日
４
月
20
日
㈯

□場
集
合
＝
鶴
ヶ
曽
根
上
久
伊
豆
神
社
午
前

10
時
、
鶴
ヶ
曽
根
下
久
伊
豆
神
社
午
後
１

時
（
各
１
時
間
30
分
程
度
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□内
文
化
財
見
学
（
鶴
ヶ
曽
根
の
蛇
ね
じ
り

ほ
か
）

□持
動
き
や
す
い
服
装

□費
無
料

□申
４
月
19
日
ま
で
に
、
窓
口
、
電
話
、
電

子
申
請
で
資
料
館
（
☎
997
・
６
６
６
６
）

へ□日
４
月
13
日
・
27
日
、
５
月
25
日
、
６
月

８
日
・
22
日
（
各
土
曜
日
）　

午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分

□場
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

□対
原
則
と
し
て
中
学
生
以
上

□内
お
に
ぎ
り
型
の
軟
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使

っ
た
「
さ
い
か
つ
ぼ
ー
る
」
の
実
技
指
導

□持
室
内
用
運
動
靴

□費
無
料

□問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
（
文
化
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
996
・
５
１
２
６

□日
５
月
10
日
〜
７
月
26
日
（
毎
週
金
曜

日
・
全
12
回
）　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

□場
市
民
温
水
プ
ー
ル
（
草
加
市
柿
木
町
163

―
１
）

□対
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
お
よ
び
中

学
生
で
、
保
護
者
が
送
迎
可
能
な
方

□内
泳
力
レ
ベ
ル
ご
と
に
ク
ロ
ー
ル
か
ら
平

泳
ぎ
ま
で

□定
30
人
（
申
込
順
）

□費
3
０
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

□申
４
月
12
日
午
前
９
時
か
ら
、
電
話
予
約

の
う
え
、
参
加
費
を
添
え
て
文
化
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
996
・
５
１
２
６
）
へ

①
水
彩
画
教
室

□日
５
月
28
日
〜
７
月
16
日
（
毎
週
火
曜

日
・
全
8
回
）　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分

□場
八
條
小
学
校

□対
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方

□内
風
景
画
、
静
物
画
、
人
物
画
、
作
品
鑑

賞
な
ど

□持
水
彩
画
用
具
、
上
履
き

□定
18
人
（
申
込
順
）

□費
1
０
０
０
円
（
初
回
集
金
）

②
歌
っ
て
す
っ
き
り
、
楽
し
い
コ
ー
ラ
ス

講
座

□日
５
月
22
日
〜
７
月
10
日
（
毎
週
水
曜

日
・
全
8
回
）　

午
後
７
時
〜
９
時

□場
松
之
木
小
学
校

□対
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方

□内
知
っ
て
い
る
曲
や
短
い
曲
に
親
し
む
と

と
も
に
、
合
唱
曲
に
も
取
り
組
む

□持
上
履
き

□定
30
人
（
申
込
順
）

□費
２
０
０
０
円
（
初
回
集
金
）

―
①
②
共
通
―

□申
５
月
10
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
希

望
講
座
名
、
開
催
学
校
名
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
往
復
は
が
き
（
生
涯
学
習
学
校
開
放

講
座
担
当
あ
て
）
、
電
子
申
請
、
電
子
メ

ー
ル
で
社
会
教
育
課
（
☎
○内
３
９
２
、
メ

ー
ル
ア
ド
レ
スshakaikyoiku@city. 

yashio.lg.jp

）
へ

▼
往
復
は
が
き
の
場
合
は
、
返
信
面
の
宛

名
に
応
募
者
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
▼
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名

に
「
生
涯
学
習
学
校
開
放
講
座
」
と
入
力

し
て
く
だ
さ
い
。
▼
電
子
申
請
の
方
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
電
子
申
請
の
利
用
の

流
れ
」
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
受
付
期
間
を
過
ぎ
て
も
受
講
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

□日
５
月
15
日
〜
８
月
28
日
（
８
月
14
日
を

除
く
毎
週
水
曜
日
・
全
15
回
）　

午
後
７

時
30
分
〜
９
時　

□場
八
潮
メ
セ
ナ
練
習
室

□対
小
学
校
２
年
生
〜
一
般

□内
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
の
基
礎
を
学
ぶ

□定
20
人
（
申
込
順
）

□費
７
５
０
０
円
※
参
加
者
保
険
代
含
む
、

納
入
後
の
返
金
不
可

□申
５
月
７
日
ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え
て

八
潮
メ
セ
ナ
（
☎
998
・
２
５
０
０
）
へ

□日
５
月
１
日
〜
平
成
27
年
４
月
30
日
（
週

３
日
）　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

□対
看
護
師
、
保
健
師
、
介
護
支
援
専
門
員

の
い
ず
れ
か
の
資
格
取
得
者
で
、
実
務
経

験
が
あ
る
方

□内
要
介
護
認
定
調
査
業
務
な
ど

□定
１
人
（
面
接
に
よ
り
選
考
）

報
酬　

時
給
１
３
５
０
円

□申
４
月
19
日
ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
お
よ
び
登
録
証
明
書
等
の
写
し
を
長

寿
介
護
課
（
☎
○内
４
４
９
）
へ

えせ同和行為とは
　「えせ同和行為」とは、個人、企業、行政機関など
に対して、同和問題の解決に努力しているように装い
「高額な図書の購入強要」「寄付金・賛助金の強要」
などの不法、不当な行為や要求をすることです。
　えせ同和行為の横行は、その不当な行為により、企
業や行政機関のみならず、国民の間に、同和問題に対
する誤った意識を植えつけ、新たな差別意識を生む大
きな要因となっています。これは、同和問題解決のた
めに多くの人々が積み重ねてきた教育と啓発活動の効
果を一挙に覆す許されない行為です。
えせ同和行為は断固拒否しましょう
　えせ同和行為者が、激しい言葉で要求してきても、
不当な要求は断固として拒否し、終始毅然とした態度
で対応し、決して妥協しないことが大切です。
　その場しのぎの安易な妥協は、相手に期待を抱かせ
ることになり、同和問題の解決を遅らせることになり
ます。
同和問題とは
　日本の歴史の中で生み出された差別がいまだに残
り、「同和地区に住んでいる」「同和地区に生まれ
た」という理由で、結婚、就職などの面で差別を受
け、憲法が保障する基本的人権が侵害されるという、
日本固有の重大な人権問題です。
　本市を含む県東部で構成する埼葛郡市市町では、さ
まざまな人権問題の解決に向け連携して人権教育・啓
発活動を実施しています。
　その一環として、年度初めの４月を「埼葛えせ同和
行為対策強化月間」と定め、同和問題の解決の妨げと
なっている「えせ同和行為の排除」を呼びかけていま
す。
□問人権・男女共同参画課☎○内８１１
　社会教育課☎○内３５７

えせ同和行為を排除しましょう

　

平
成
25
年
度
（
平
成
26
年
３
月
31
日
ま

で
）
に
行
わ
れ
る
選
挙
の
投
票
立
会
人
候

補
者
を
募
集
し
ま
す
。
登
録
し
た
方
に

は
、
選
挙
が
行
わ
れ
る
時
に
事
前
に
ご
都

合
を
伺
い
ま
す
。

□対
▼
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
、
市
内
に

３
カ
月
以
上
居
住
し
て
い
る
20
歳
か
ら
29

歳
ま
で
の
方
▼
投
票
日
の
午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
の
間
、
各
投
票
区
の
有
権

者
の
代
表
と
し
て
投
票
の
公
正
を
確
保
す

る
た
め
、
投
票
手
続
き
の
す
べ
て
に
立
ち

会
え
る
方

報
酬
な
ど　

１
万
７
５
０
０
円
（
１
回
）

□申
５
月
31
日
ま
で
に
、
「
①
氏
名
②
住
所

③
生
年
月
日
④
連
絡
先
電
話
番
号
」
を
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
、
市

選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
○内
２
６
４
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
スsenkan@city.yashio. 

lg.jp

）
へ

　

募
集
戸
数
を
超
え
て
応
募
者
が
あ
っ
た

場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

入
居
予
定
日　

６
月
上
旬

□対
▼
市
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方
▼

入
居
し
よ
う
と
す
る
世
帯
全
員
の
合
計
所

得
が
月
額
15
万
８
０
０
０
円
以
下
の
方

（
裁
量
世
帯
は
月
額
21
万
４
０
０
０
円
以

下
）
▼
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

▼
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
▼
現
に

同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
い
る
方
▼
暴
力
団
員
で
な
い
方

□内
一
般
世
帯
向
け
住
宅
（
２
人
以
上
世
帯

申
込
可
、
単
身
世
帯
は
入
居
条
件
あ
り
）

▼
募
集
住
宅
＝
宮
田
団
地
１
階
（
鶴
ヶ
曽

根
１
５
８
０
―
１
）
▼
戸
数
＝
１
戸
▼
間

取
り
＝
２
U
Ｄ
Ｋ
▼
家
賃
＝
月
額
１
万
４

６
０
０
円
〜
２
万
８
６
０
０
円

申
込
用
紙
配
布
・
受
付　

４
月
22
日
ま
で

□問
営
繕
･
住
宅
課
☎
○内
３
２
４

□場
安
心
ハ
ウ
ス
や
し
お
（
大
瀬
932
―
６
）

□対
60
歳
以
上
の
単
身
者
ま
た
は
夫
婦
（
内

縁
を
含
む
）
の
ど
ち
ら
か
が
60
歳
以
上
の

世
帯

□内
▼
戸
数
＝
２
戸
▼
間
取
り
＝
１
K
（
27

平
方
メ
ー
ト
ル
）
▼
鉄
骨
３
階
建
１
階
、

冷
暖
房
完
備
、
広
い
談
話
室
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
付
バ
リ
ア
フ
リ
ー

□費
月
額
６
万
５
０
０
０
円
（
他
に
共
益
費

な
ど
１
万
円
）
※
所
得
に
応
じ
減
額
（
最

高
３
万
円
）
あ
り

□申
申
込
書
（
㈱
小
山
不
動
産
で
配
布
）

に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
４
月
11
日
か
ら

25
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
郵
送
で
㈱
小

山
不
動
産
（
☎
932
・
０
０
１
０
※
水
曜
日

･
第
３
火
曜
日
を
除
く
、
〒
340
―
０
０
５

３
草
加
市
旭
町
３
―
５
―
３
）
へ
。
な

お
、
募
集
定
数
に
達
し
な
い
場
合
は
、
引

き
続
き
募
集
し
ま
す
。

□問
営
繕
・
住
宅
課
☎
○内
３
２
４

　

第
５
期
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
募
集
し
ま

す
。

□内
①
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
②
地
域

密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活

介
護
（
①
の
併
設
に
限
る
）

□申
八
潮
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
開
設
事
業
者
募
集
要
項
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
入
手
）
を
ご
覧
の
う
え
、
５
月

１
日
か
ら
６
月
20
日
ま
で
に
、
必
要
書
類

を
長
寿
介
護
課
（
☎
○内
２
１
８
）
へ

□対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
15
歳
以
上

の
方
お
よ
び
市
内
で
活
動
す
る
団
体
に
所

属
の
方
※
中
学
生
は
除
く

□内
規
格
＝
全
紙
（
136
×
136
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
）
以
内
※
パ
ネ
ル
に
展
示
で
き
な
い
巻

物
不
可
、
出
展
は
１
人
１
点
ま
で

□申
４
月
24
日
ま
で
に
、
出
品
申
込
書
（
八

幡
公
民
館
で
配
布
）
を
文
化
協
会
（
八
幡

公
民
館
内
☎
995
・
６
２
１
６
、
受
付
＝
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
）
へ

□日
６
月
７
日
㈮
〜
９
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
５
時

□場
八
潮
メ
セ
ナ
展
示
室
・
集
会
室

□日
５
月
１
日
〜
平
成
26
年
３
月
31
日
（
週

３
〜
４
日
）　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

□対
障
が
い
者
に
理
解
が
あ
り
、
健
康
で
誠

実
な
方

□内
障
が
い
者
の
介
助
、
職
業
指
導
お
よ
び

日
常
生
活
の
指
導

□定
若
干
名

報
酬　

日
額
６
０
０
０
円
（
距
離
に
よ
り

交
通
費
の
支
給
あ
り
）

□申
４
月
19
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
履
歴
書

（
写
真
添
付
）
を
窓
口
ま
た
は
郵
送
で
障

が
い
者
福
祉
施
設
や
ま
び
こ
（
☎
995
・
０

８
２
５
）
へ

□日
６
月
〜
平
成
26
年
３
月

□対
県
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方

□内
食
品
販
売
店
で
日
常
の
買
い
物
を
し
な

が
ら
食
品
の
表
示
の
有
無
な
ど
を
確
認

し
、
定
期
的
に
報
告
（
年
間
20
店
舗
程

度
）

※
６
月
13
日
㈭
（
熊
谷
市
内
）
ま
た
は
14

日
㈮
（
さ
い
た
ま
市
内
）
の
午
後
に
、
指

定
す
る
会
場
で
研
修
を
実
施
予
定

報
酬　

報
告
に
応
じ
て
年
間
８
０
０
０
円

□定
100
人
（
選
考
あ
り
、
結
果
は
５
月
中
に

通
知
）

□申
４
月
22
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
住
所
、

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
電
話
番
号
、
年

齢
、
職
業
、
調
査
員
に
応
募
す
る
旨
、
応

募
理
由
（
100
字
程
度
）
を
記
入
の
う
え
、

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で

県
農
産
物
安
全
課
（
☎
048
・
830
・
４
１
１

０
、
■FAX 

048
・
830
・
４
８
３
２
、
〒
330
―
９

３
０
１
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
3
―
15

―
1
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スa4070-06@ 

pref.saitama.lg.jp

）
へ
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【
部
長
級
】

▽
健
康
ス
ポ
ー
ツ
部
長　

戸
澤
章
人
（
ま

ち
づ
く
り
企
画
部
次
長
）
▽
市
民
活
力
推

進
部
理
事
兼
商
工
観
光
課
長　

村
上
誠
弥

（
市
民
活
力
推
進
部
次
長
兼
商
工
観
光
課

長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
▽
建
設
部

長　

吉
野
公
一
（
教
育
総
務
部
長
）
▽
水

道
部
長　

成
嶋
豊
次
（
水
道
部
次
長
）
▽

監
査
委
員
事
務
局
長
兼
公
平
委
員
会　

中

村
豊
孝
（
水
道
部
長
）
▽
教
育
総
務
部
長

　

山
下
宏
久
（
水
道
部
参
事
兼
業
務
課

長
）

【
次
長
級
】

▽
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
次
長
兼
企
画
経
営

課
長
兼
政
策
担
当　

會
田
喜
一
郎
（
政
策

担
当
主
幹
兼
秘
書
課
主
幹
）
▽
ま
ち
づ
く

り
企
画
部
次
長　

田
中
一
夫
（
く
ら
し
安

全
部
次
長
兼
交
通
防
災
課
長
）
▽
税
財
政

部
次
長
兼
財
政
課
長　

前
田
秀
明
（
税
財

政
部
財
政
課
長
）
▽
健
康
ス
ポ
ー
ツ
部
参

事
兼
健
康
増
進
課
長　

小
林
智
（
健
康
ス

ポ
ー
ツ
部
健
康
増
進
課
長
）
▽
く
ら
し
安

全
部
参
事
兼
市
民
課
長　

森
孝
夫
（
く
ら

し
安
全
部
市
民
課
長
）
▽
市
民
活
力
推
進

部
次
長
兼
市
民
協
働
推
進
課
長
兼
農
業
委

員
会
事
務
局
長　

香
山
庸
子
（
市
民
活
力

推
進
部
市
民
協
働
推
進
課
長
）
▽
市
民
活

力
推
進
部
参
事
兼
や
し
お
生
涯
楽
習
館
長

　

小
倉
光
雄
（
市
民
活
力
推
進
部
付
参
事

　

や
し
お
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
財
団
派

遣
）
▽
都
市
デ
ザ
イ
ン
部
参
事
兼
開
発
建

築
課
長　

豊
田
平
蔵
（
都
市
デ
ザ
イ
ン
部

開
発
建
築
課
長
）
▽
水
道
部
次
長　

峯
岸

真
一
（
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
企
画
経
営
課

長
）
▽
議
会
事
務
局
参
事
兼
議
事
調
査
課

長　

吉
原
敏
夫
（
議
会
事
務
局
議
事
調
査

課
長
）

【
課
長
級
】

▽
税
財
政
部
市
民
税
課
長　

遠
藤
雅
之

（
税
財
政
部
市
民
税
課
課
長
補
佐
兼
諸
税

係
長
）
▽
ふ
れ
あ
い
福
祉
部
社
会
福
祉
課

長　

峯
岸
恒
元
（
ふ
れ
あ
い
福
祉
部
障
が

い
福
祉
課
長
兼
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
や
す
ら
ぎ
所
長
）
▽
ふ
れ
あ
い
福
祉

部
障
が
い
福
祉
課
長
兼
身
体
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
所
長　

津
村
哲
郎

（
ふ
れ
あ
い
福
祉
部
障
が
い
福
祉
課
障
が

い
者
福
祉
施
設
や
ま
び
こ
所
長
兼
障
が
い

者
福
祉
施
設
係
長
）
▽
く
ら
し
安
全
部
交

通
防
災
課
長　

中
西
恵
一
（
く
ら
し
安
全

部
交
通
防
災
課
危
機
管
理
・
防
災
担
当
副

主
幹
）
▽
建
設
部
下
水
道
課
主
幹　

大
山

敏
（
建
設
部
下
水
道
課
計
画
・
工
務
担
当

副
主
幹
）
▽
建
設
部
営
繕
・
住
宅
課
長　

木
村
和
浩
（
都
市
デ
ザ
イ
ン
部
開
発
建
築

課
課
長
補
佐
兼
建
築
指
導
係
長
）
▽
都
市

デ
ザ
イ
ン
部
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
長　

金
子

和
広
（
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
企
画
経
営
課

企
画
経
営
担
当
副
主
幹
）
▽
都
市
デ
ザ
イ

ン
部
開
発
建
築
課
主
幹　

有
馬
亮
祐
（
都

市
デ
ザ
イ
ン
部
開
発
建
築
課
課
長
補
佐
）

　

▽
水
道
部
業
務
課
長　

榎
本
薫
（
水
道

部
業
務
課
総
務
担
当
副
主
幹
）
▽
監
査
委

員
事
務
局
主
幹
兼
公
平
委
員
会　

菊
池
俊

充
（
教
育
総
務
部
教
育
総
務
課
課
長
補
佐

兼
庶
務
係
長
）
▽
選
挙
管
理
委
員
会
主
幹

　

小
澤
康
彦
（
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

補
佐
）
▽
学
校
教
育
部
指
導
課
長
兼
小
中

一
貫
教
育
推
進
室
長　

坪
井
俊
治
（
八
潮

市
立
八
幡
小
学
校
教
頭
）
▽
消
防
本
部
総

務
課
長　

冨
田
忠
彦
（
消
防
本
部
総
務
課

課
長
補
佐
）
▽
消
防
署
副
署
長
兼
第
１
担

当
司
令　

田
立
牧
夫
（
消
防
署
第
２
中
隊

中
隊
長
）
▽
消
防
署
第
１
中
隊
主
幹
兼
中

隊
長　

小
澤
久
司
（
消
防
本
部
総
務
課

長
）　

■
退
職
（
3
月
31
日
付
）

▽
宗
形
滋
子
（
健
康
ス
ポ
ー
ツ
部
長
）
▽

鈴
木
満
男
（
建
設
部
長
）
▽
臼
倉
利
光

（
監
査
委
員
事
務
局
長
兼
公
平
委
員
会
）

▽
飯
箸
恵
三
（
税
財
政
部
次
長
）
▽
金
子

貞
雄
（
ふ
れ
あ
い
福
祉
部
次
長
兼
社
会
福

祉
課
長
）
▽
堀
込
正
（
ふ
れ
あ
い
福
祉
部

付
参
事　

社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）
髙
野

智
（
税
財
政
部
市
民
税
課
長
）
▽
小
櫃
清

治
（
建
設
部
営
繕
・
住
宅
課
長
）
▽
田
上

延
男
（
監
査
委
員
事
務
局
主
幹
兼
公
平
委

員
会
）
▽
恩
田
正
人
（
消
防
署
副
署
長
兼

第
１
担
当
司
令 

）
▽
井
上
正
人
（
学
校
教

育
部
指
導
課
長
兼
小
中
一
貫
教
育
推
進
室

長　

埼
玉
県
へ
帰
任
）

※
カ
ッ
コ
内
は
前
職
名


